
本校のホームページをご覧いただき、ありがとうございます。 

前期を振り返りますと、7 月 24 日（金）には「ウェルビーイング・デザイ

ンから始まる持続可能な学校づくり」をテーマに研究発表会を開催しまし

た。当日は、北海道から沖縄まで全国から多数のお申し込みをいただき、

本校の教育実践への関心の高さを感じました。抽選の上、約 200 名の皆

様にご参加いただき、盛会のうちに終えることができました。 

「ウェルビーイング」は、今後の教育政策の柱となる概念ですが、本校が

これまで大切にしてきた「子どもの願いを出発点に」という考えのもと、児

童生徒一人一人のウェルビーイングを大切にした多様な実践を重ねてき

ました。当日は、その実践が子ども、教師、そして学校に生み出した好影響

を感じていただき、多くの参加者や大学関係者から高い評価をいただきま

した。ご参加いただいた皆様に、改めて心より御礼申し上げます。 

研究発表会を終えて間もない 7月 28日（火）に熊本地震に見舞われ

ました。本校は幸い大きな被害を免れましたが、福祉子ども避難所の開設

や日中の受け入れなど、関係者の皆様と力を合わせて対応しました。夏休

み明けの 9 月には、子どもたちが笑顔で顔を合わせ、元気に学校生活を

再開することができました。この経験を通して、子どもたちが安心して過ご

せる環境や、人とのつながりの大切さを改めて感じました。 

本校は、10月5日（月）より後期が始まりました。後期始業式では、「百

聞は一見にしかず」という言葉をもとに、チャレンジすることの大切さを子

どもたちに伝えました。後期には子どもたちが楽しみにしている「すずかけ

祭り」や「修学旅行」など、たくさんのわくわくする活動が待っています。子

どもたちが自分らしく輝ける学校づくりを、これからも大切にしてまいります。 

これからも、子どもたちの成長とともに歩む本校の教育活動に、温かく

注目していただけましたら幸いです。 
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